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研 究 課 題     ：  沖縄県産サンゴにおける刺胞毒の調査および医学的応用の可能性に関する研究                                     

                                             

                                             

  （英文）  “Study on Cnidarian Toxins in Okinawan Corals and Their Potential for Medical 

Applications”                                     

                                             

研 究 概 要      ： 

（研究課題を選んだ動機、達成するための計画・目的・方法等について 200～400 字で記入してください） 

  本研究は、沖縄県産サンゴ近縁種（マメスナギンチャク類）に含まれる刺胞毒に着目し、その

毒性の実態と医学的応用可能性を明らかにすることを目的とした。既存研究では、クラゲやイソギ

ンチャクの毒に比べ、サンゴ類の毒性に関する科学的知見は乏しい。そこで本研究では、粗毒抽出

液を調製し、赤血球溶血活性を指標として毒性評価を行った。さらに、温度条件や阻害剤を用いた

実験により、毒素の性質および作用機序の推定を試み、未解明であったサンゴ刺胞毒の基礎的特性

解明を目指した。                                           

 

研 究 成 果      ： 

（研究の結果概要、結果に対するフィードバックや感想等について 200～400 字で記入してください） 

 本研究により、沖縄県産マメスナギンチャク抽出液が明瞭な溶血活性を示すことを確認した。特

に、Na⁺ /K⁺ -ATPase 阻害剤であるウアバインの共存下で溶血が有意に抑制されたことから、主要

な毒性成分がパリトキシン（PTX）または PTX様化合物に由来する可能性が強く示唆された。また、

スフィンゴミエリン添加によっても溶血活性の低下が認められ、アクチノポリン様タンパク毒が併

存している可能性が示された。これらの結果から、サンゴ近縁種の刺胞毒は単一成分ではなく、複

数の毒素が複合的に作用していることが明らかとなった。本研究は、サンゴ類刺胞毒に関する基礎

的理解を深化させるとともに、公衆衛生上のリスク評価や新規がん治療法開発への応用可能性を示

す成果である。                                          
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研究成果写真      ： 

（研究過程がわかる写真や、研究結果がわかる写真などを数点貼り付けてください） 
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